
第 １ ７ ８ 回 
都市懇サロン 
レ ポ ー ト 

『西富久地区の再開発事業』 

まち守る願い、住み続けられる“まちづくり”をめざして 

講 師 
(株)まちづくり研究所 
代表取締役 増田 由子 氏 

開 催 日 
平成２６年２月２５日（火） 

18：00 ～ 20：00 

講 師 

プロフィール 

1974年  
1996年  
 
 
1998年  
2001年  

早稲田大学英語英文科卒業 
早稲田大学大学院 
理工学研究科修士課程修了 
専門は都市環境工学 
新宿 100 人の顔に選ばれる 
稲門建築会特別功労賞受賞 
都市計画制度研究会 
((財)都市センター)委員を歴任 

 

お
話
の
概
要

 

※バブル崩壊後、虫食い地として放置されていた西富久地区において早稲田大学研究員時代か
らまちづくりコーディネーターとして関わり、17 年に渡り住民と膝を交え、支援をされてき
た経緯について、エピソードを織り交ぜながら初期の関わりを中心にお話しを頂いた。 

①自己紹介（西富久地区に関わるきっかけ） 
⇒ご自身の境遇を契機に高齢者問題を学ぶため、母校の都市環境工学建築学科の修士課程に進

む。高齢者のためのコミュニティ施設を取り上げた修士論文がもとになり西富久地区に関わ
るきっかけとなった。 

②地区の概要とまちづくりの経緯（地域コミュニティの再生に向けて） 
⇒新宿の商業中心地に近接している木造密集虫食い地域で複雑に権利関係が入り組む。バブル
期における地上げ攻勢は凄まじく、バブル崩壊後は、その後遺症や少子高齢化によるコミュ
ニティ存続の危機に晒されることになり、住民主導による「西富久街づくり組合」が発足（加
入率 90％超）。2002 年には都市再生緊急整備地域に指定され、事業化に向けた動きは加速し
た。 

③まちづくりの目標と計画施設 
⇒まちづくりの目標：次世代に継承する都心コミュニティの再生 
⇒当初、低層住宅志向が強かったが、東富久地区に触発されて超高層住宅整備の意向が強まっ
た。中層住宅、ペントハウス住宅、広場など地域コミュニティの醸成や居住者に配慮した施
設計画を住民とともに立案。 

④防災統合モニタリングシステムについて 
⇒全国初となる再開発と合わせた生活継続計画（LCP）を考慮したシステムの導入 
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※各出席者の質疑・意見をもとに講師が見解を示す形式で行われた。要旨は以下のとおり。 

●ペントハウス住宅について 
⇒西富久地区では商業施設等の上階に建てられる一戸建て住宅をそのように呼んでいる。 

●事業化までの報酬確保について 
⇒長期に渡る事業において民間（コンサル）の先行投資には限界がある。再開発による増収を

見越して行政が負担する仕組みを整備して欲しいが、事業化の目処が立たない事案に対する
監査・検査の目は厳しい。協会も声を大にしてほしい。住民は業者に対して営利のための先
行投資は当然と受け取っており、この意識改革も必要（信頼構築の過程から理解を得る必要
がある）。大型再開発のプロセスには共通性があり、ある事業の収益を初動期の事案に融通す
る知恵や工夫も必要。また、研究目的の地元大学の協力を得ることも有用。 

●組合解散後の地権者 
⇒ペントハウス住宅の集会施設におけるコミュニティ形成が期待されるが、管理組合の人選に
懸念も（住民の高齢化）。 

●学術的な観点からの整理について 
⇒複雑な権利関係が入り組む当地区においても合意形成プロセスが分類され、客観的に分析で
きている。記録を取り後世に伝えることが重要。 

記 録 者 の 

ひ と こ と 

2015 年 9 月の竣工に向け、昨年 9 月の第一期販売が即日完売となった話題の地
区であり華々しい印象を抱いていたが、特に事業化までの道のりは厳しく、改めて
街づくりに多大な時間や労力を要することを認識させられた。 

≪都市懇サロン運営部会 委員 今井 重行≫ 

 



 



 


